
移動ド唱法にチャレンジしてみましょう！ 

今回、新型コロナウイルスの影響で長期の活動休止を余儀なくされ、定期練習の代わり

に練習の際の注意点や読み、及び訳等を作成いたしました。オペラ 3 曲とブラームスは

私が、「ほほえみ」は杉山先生が担当しました。私の場合、主に転調による“調の判定”と 

なりましたが、これは「移動ド唱法」で歌うためにはとても重要なポイントです。はっ

きりと調号で転調している箇所はわかりやすいのですが、調号を変えずに臨時記号を用

いながら他の調へ転調することが、ブラームスの場合多々あります。その部分も私なり

に調の判定をしてみました。 

ここで改めて「移動ド唱法」の長所について説明します。 

楽譜の読み方には二通りの方法があります。一つは「固定ド唱法」、もう一つは「移動

ド唱法」です。固定ド唱法は音符をそのまま読む読み方で、ピアノを弾くには都合のよ

い読み方ですが、歌う場合は音の高さの確認をすること以外プラス面はありません。 

一方「移動ド唱法」は調によって楽譜に書かれた音名と違った読み方をするので、やや

手間はかかりますが、メロディーを自分のものにするにはとても適しています。 

童謡「春の小川」は ミ→ソ→ラ→ソ→ミ→ソ→ド→ド→ラ→ラ→ソ→ミ→ド→レ→ミ

ですが、これは「移動ド唱法」ならどの調でもこの読み方です。一方、これを固定ドの

ニ長調で読むと、＃ファ→ラ→シ→ラ→＃ファ→ラ→レ→レ→シ→シ→ラ→＃ファ→レ

→ミ→＃ファ となります。わかりにくくありませんか？ 



なぜわかりにくくなるかというと、音階を形作る音には、それぞれ役割があるからです。 

長調では「ド」という音は「主音」といい、その役割はどっしりと落ち着いたキャラク

ターで終止音でもあります。それに対して「ソ」は「属音」ともいい、その調性を支配

する最も重要な音です。「シ」は「導音」といい、文字通り主音を導く役割があります。 

「雪」の最初の「ゆきやこんこ」は ソ→ラ→ソ→ラ→ソ→ミ とこの属音の周りで躍

動し、「あられやこんこ」の ミ→ファ→ミ→ファ→ミ→ド と主音で落ち着きます。 

このように「移動ド」は音階構成音それぞれの役割、機能を示しているのです。ですか

ら、どの調においても音階各音のキャラクターがはっきりと理解できるわけで、とても

音楽的、表現豊かな読み方といえます。 

以上のことから、合唱では「移動ド唱法」がおすすめです。「ほほえみ」とオペラ 3 曲

は、比較的調が安定しています。特に「ほほえみ」はほとんど転調がありません。それ

に対してブラームスは何箇所か細かい転調があり、調判定が難しい部分がありました。

その部分は「固定ド」での音取りになります。 

この機会に、楽典やソルフェージュ等の勉強もしてみるとよいかもしれません。作成し

ました資料が、皆様のお役に立つことができれば幸いです。 


